
シミランクルーズ 日帰り ２ダイブ 行程表

【日帰り】
６：３０ ホテル お迎え ボート会社のミニバス

８：００ タプラム港 到着 当店スタッフと合流

８：３０ タプラム港 出発 スピードボート

１０：００ 母船 到着 乗り換え

１１：００ Dive１

１２：００ 昼食

１３：３０ Dive２

１５：００ スピードボートに乗り換え 出発

１６：３０ タプラム港 到着 トイレ休憩

１７：００ タプラム港 出発

１８：３０ ホテル 到着

【お持ち物】

○国立公園入園料及びダイブフィー ○小銭程度（チップやビール代）
○Ｃカード及びログブック ○ご自身の器材
○水着の着用（軽装の下に着用してきてください）
○サンダルでお越しください（ビーチサンダルがベターです）
○貴重品をホテルのセーフティーボックスへお願いします
○日焼け止め ○薄手の長袖

【乗船のご案内】

○お迎え時間のご予定より３０分を経過した場合は当店までご連絡くださいませ。
○カメラなどの壊れ物等は、お手荷物等で管理してくださいませ。
○船酔いが心配な方は、酔い止め薬をホテル出発前の服用をお勧めします。
○スピードボートではライフジャケット着用をお願いします。

【下船のご案内】

○１本目終了後に、予めお荷物の整理をお願いします。２本目終了後すぐに下船となります。
○万が一、お忘れ物がある場合は次の日の夕方まで届きませんので、充分にご注意してくださいませ。
○ホテルまで９０分前後ですので、必ずトイレを済ませてくださいませ。

【ご参加前に】
○ご参加日の前日までに、プーケット島（もしくはカオラック）のホテルにチェックインしている
事が必要です。（無料送迎はパトン、カロン、カタ地区やボート会社指定区域のみ）

○空港までの送迎は行っておりません。（万が一、到着が遅延した場合はボートは待ってく
れません）



ボートのご紹介



ダイブ サイト
【シミラン諸島について】

【ダイビングについて】

○本船エントリー：ジャイアントストライド法
○ディンギーエントリー：シッティングバックロール法

○本船エキジット：フィンのみ脱いで梯子からエキジット
○ディンギーエキジット：ウエイト、BCDの順に脱いでフィンは履いたままエキジット

○はぐれた場合：その場で１分間のみ周りを見渡してください。それでも担当ガイドが見つからない場合は、
上に船が居ない事など安全を確認して浮上します。フロートをご持参の場合は、上げてから浮上してください。

○潜行：エントリー後、ボートから十分な距離をとって離れて潜行
○安全停止：ガイドがシグナルを上げるので、離れずに５Mで３分間の安全停止後、フロートの近くで浮上

プーケットから北西に約１００キロ北上していくと、南北に９つの島からできているシミラン（マレー語で９）諸島があります。

ここはタイの国立公園に指定されており、環境保護の活動意識も高く１０月～翌年５月の約７ヶ月しか潜れないことも幸いし、
自然な海が健在しており色鮮やかな元気なサンゴ礁が多いです。

年間を通して水温が安定しており、栄養豊富で魚の群れが多くサンゴやお魚の１個体が他の海に比べて大きいです。

シミラン諸島は島の周りによって水中の景観が異なります。南北、西は歴史を感じさせるダイナミック岩系！！
東は綺麗で真っ白な砂とサンゴの癒し系ポイントなっています。

４番、８番の島にはバンガローやテントもあるため、上陸や宿泊も可能です。
１番、２番の島はカメや野鳥保護の為ダイバーは立ち入り禁止となっております。



シミラン諸島海域のボン島。
シミラン諸島から更に北上した所に位置しております。

≪ボン島≫
マンタが回遊してくる場所で有名なポイント。
島は、石灰岩でできており水中もとてもダイナミックで、大きな石灰岩の尾
根が水面から深さ３０ｍ～４０ｍまで続いていたり、枝サンゴの群生が広範
囲に広がっておりまさにコーラルガーデンです。

【ボン島について】



シミランのお魚達

ジンベエザメ

ナンヨウマンタ

レオ様

ゴーストパイプフィッシュ

アンダマン海固有種
アンダマンスイートリップス

オーロラシュリンプゴビー



シミランのお魚達

ブラックフィンバラクーダタイマイ

ディープ６コラーレバタフライフィッシュ

アンダマン海固有種
トマトアネモネフィッシュ


